











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































に、良い材料は五行 の運行のように、「乾 」から天地万物が生まれてくる。「髤具」と「工121 122
則」は巧みな「工」の元である。	
そして、「乾集」の中で、漆芸の材料と道具を天・地・日・月・星・風・雷・電・雲・虹・霞・
雨・露・霜・雪・霰・雹などの自然現象と、春・夏・秋・冬・暑・寒・昼・夜などの時令の交替
と、山・水・海・潮・河・洛・泉などの自然景象と比喩する。例えば、轆轤は宇宙の運動してい
るように回るから、「天運」という。金は太陽の光のように輝くから、「日輝」という。月の光
はよく銀色の光と言われているから、銀が「月照」という。顔料は「雲彩」という等など。	
前掲（注67）序文第13、14頁119
『漆事伝』松雲居私記　坂部幸太郎/著述　1972年　42頁120
中国古来の哲理で，万物を組成する五つの元になる気。木・火・土・金・水の称。121
易の八卦の一。算木で☰の形で示す。天・陽などを象徴し，北西（いぬい）の方角に配する。	122
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下地粉は、日本では、本地用と錆地用の二種があり、京都産砥の粉と地の粉および木曽の錆土
があり、粘土を焼いたものに東京産の地の粉と輪島産の地の粉がある 。『髹飾錄』にはこう書123
かれている：	
黄成：土厚。即灰有角、骨、蛤、石、甎及杯屑、磁屑、炭末之等。大化之元，不耗之質。	
揚明注：黃者厚也，土色也，灰漆以厚為佳。凡物燒之則皆歸土。土能生百物而永不滅，灰漆之體，總
如卒土然矣。	
土は大化の根元の一つであるし、永くつきることがない。漆器の下地にある灰の体質は幾通
りもあるが要はこの土と同じようなものである。この元が土質である下地のつけ方は厚いのが
佳いとされている。凡ての物は焼けば土にかえるし。土は百物を生じて滅びる事のないもので
ある。 	124
すべてのものが焼いたら土になる、土から万物が生まれてくる。土は不滅的である。漆芸用の
下地粉は土と似っている。これは古代中国の自然素材を十分に利用する物造りの思想を反映して
いるだろう。これは環境汚染問題に苦しんでいる今の中国に、非常に重要な思想ではないか。	
「坤集」のはじめに次のようにある。	
凡髤器，質為陰，文為陽；文亦有陰陽，描飾為陽，描寫以漆，漆木汁也，木所生者火，而其
象凸，故為陽；雕飾為陰，雕鏤以刀，刀黑金也，金所生者水，而其象凹，故為陰。此以各飾眾
文皆然矣。今分類舉事而列於此，以為坤集。坤所以化生萬物，而質體文飾，乃工巧之育長也。
坤德至哉。	
すべての器をぬるのにボデーを陰とし、装飾を陽とする。装飾にも陰陽がある。描飾を陽と
し、描写には漆でやる。漆は木の汁である、木の生ずるところは火であってその象は凸、それ
で陽とする。雕飾は陰とする。雕鏤には刀を用いる。刀は黑金である。金の生ずる所は水、そ
の象は凹、それで陰にする。此を如って各文様をあつめて飾るのは皆その通りである。今類別
して事柄をあげて此に列べて坤集とする。坤は万物を化生する所以である。器体を模様で飾る
わけは乃ち工巧の育長である。坤德は極度にゆきわたっているものである。 	125
「質」（胎のこと）は下にあるから、「陰」という、「文」（模様のこと）は「陽」という。
そして、「文」の中で陰と陽、両方がある。木の液体である漆で模様を描く、木が火を生む、描
いた模様は盛り上がっているので陽という。彫った模様は凹んでいるので陰という。	
『易経』によって、「坤」は地のことをさしている。「坤集」では漆芸の装飾工芸を分類した。
下地は陰である、文飾は陽である。	
だから、どんな漆器にも陰があり、陽がある。陰と陽は調和して万物が生まれる。「乾集」と
「坤集」と分けて、漆工の造物は天と地の自然規律に従わないといけないということである。	
『髹飾錄』の第二章の「楷法第二」には、漆芸入門の規則を書いている。	
一つは漆芸をする人の道徳品格に規範の「三法」・「二戒」・「四失」・「三病」などがある。
例えば、「三法」の中で「巧法造化」とは自然を師にすることである。「二戒」は二つの注意事
項の加飾し過ぎないことと、粗末なものを作らないことの意味である。	
前掲（注17）245頁123
前掲（注120）126頁124
前掲（注120）178頁125
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「四失」とは「制度不中」・「工過不改」・「器成不省」・「倦懶不力」である。「制度不中」
とは制作の態度が不真面目で正しくないこと、「工過不改」とは途中の過ちを取り戻そうとしな
いこと、「器成不省」とは完成したら反省をしないこと、「倦懶不力」とは怠惰な態度で努力し
ないこと。	
「三病」とは「獨巧不傳」・「巧趣不貫」・「文彩不適」である。「獨巧不傳」とは技を人に
伝わないこと、「巧趣不貫」とは作品の芸術的な趣味が全体的につながってないこと、「文彩不
適」とは装飾や色など相応しくないこと。	
もう一つは、実際の制作にしやすい過ちとその原因について「六十四の過ち」がある。	
最後の章「尚古第十八」には著者が自分の過去の時代の悪い風習を批判している。当時は古い
作品を模倣することが流行しており、著者は模倣することについて、古いものを好きな人のため
であり、高価な骨董品として人を騙すためではないと主張している。そして、日本製（倭制）の
漆器を模倣することもあると書いている。外国風の漆器は入手しにくいからだ。	
『髹飾錄』は中国最後の漆芸盛期である明時代に生まれ、その時代の漆器の製造や装飾などを
詳しく記録した。漆芸の道具、材料、装飾技法などを分類し、重要な資料として後世に残した。
そして、漆器の優劣や品質について論じた批評や判定は、研究者と鑑賞者にとって重要な参考資
料となる。	
本節の冒頭にも述べたが、この本は私が最初に漆を勉強した最も重要な参考資料である。ほと
んど指導してくれる人がいない当時は、たくさんの漆の知識をこの本から得た。この本を読み進
め徐々に漆への興味を深めて、漆を勉強し続けることを決めた。そして大学を卒業後、留学のた
めに来日した。	
当時、『髹飾錄』の中での古代中国の物造りの思想についての論述は、あまり気にしなかっ
た。しかし、時間が経過し今一度本を改めて開く時、古代中国の物造りの思想に興味を持った。
この本の中で反映している人と天あるいは自然との関係についての古代中国人の考えは、私が今
研究している古代中国の身体思想に共通点を見いだしたのだ。実際に中国では古代から漆芸をす
る人が人と漆の素材との関係、人と自然との関係を重視していたことが分かった。だから、この
本は私が身体と漆との関係を研究する重要な参考資料である。	
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第八章　結論	
博士後期課程の三年目に入り、自分の創作思考と制作経路について整理し始めた。自分が生き
ている混沌な時代をずっと意識していた。自分はこの環境から逃げられないことが分かった。
1980年代の中国で生まれたわたしは、小さいときから共産主義のイデオロギー 教育を受けてい126
た。成人して大学生になった現在でも、周りの環境があまりにも変わっていかない。こんな時代
に、自分の身体は周りの環境から影響を受けている。そして、その環境にいるだれしもその影響
を避けられない。だから、私は作品制作を通して、自分の身体から自分自身を見直し、自分の身
体は自分の作品とどんな関係を持っているのかを試した。	
2009年に大学を卒業後、祖国である中国を離れ、日本に留学した。この留学を契機に、新しい
環境の中で以前と全然違うもの、ことと出会い、過去と自分自身を見る視点が変わった。この変
化の初歩段階では、中国人としてのアイデンティティーをより強く意識した。その当時の作品制
作では自分の精神状態との関係をはっきり意識していなかったが、人体の表現をしようと思って
いた。写実的で一般的に閉じている丸い形態の身体の形に全く興味がなかった。ずっと殻のよう
な形を考えていた。そして、用いている乾漆（脱胎）技法はこのような形を作り出すのに適って
いる。この意識と無意識の間で生み出したのが「空の身体」シリーズの作品である。	
　いま私は生きている文化と生活環境の影響を受け、ある種の無形なものに縛られているように
感じる。その無形なものとは儒家思想の影響かもしれない、あるいは中国の政治環境の制限かも
しれない。「空の身体」シリーズ作品のあと、「塊の身体」シリーズ作品を制作し始めた。この
シリーズの作品は束縛され不自由な身体感覚を表現しようとするものであった。それは外的な秩
序に束縛されず本当の自由な「混沌」への憧れでもある。	
その後、身体に関する理論を研究しようと意識したのは博士後期課程に入ったあとのことで
あった。身体問題は現代中国にとって非常に意義がある研究である。身体が理念と精神の価値を
覆している現代社会の中で、身体の肉体化と欲望化の傾向は如実に現れている。そして精神と身
体の適切な接点を模索する旅路では、古代中国の身体思想の研究が欠かせない。だから古代中国
の芸術家は自分の身体をどう見ているのか、自分の身体は作品とどう関係をつくるのか、などの
問題が私の研究の重要なテーマとなる。	
初めに目に入ったのは中国水墨山水画である。中国では、西洋と同じような直接的な芸術表現
での身体（ヌード）はない。しかし、宋時代の名画家である郭煕の「早春図」をきっかけに、宋
時代から非常に重視されてきた「筆墨」という概念を研究してきた。「図像の表意的実験は形象
創造者の身体行為とこころの思考から由来する」、「中国画を理解する鍵は色彩と明暗の強調で
はなく、その書道的な筆の使い方（線）である、それは作者の心の跡を現している」 書道的な127
筆の使い方は「筆墨」の概念である。「筆墨」は直接に身体と関係を持ち、「筆墨」の運用は身
体行為、それ自身である。「筆墨」の画面は身体行為の痕跡である。つまり作者の「心の跡」の
表現は「筆墨」を通じて実現した。	
液体として存在している漆は、粘性があるため水墨のように思いのままで描くことが不可能で
両者の物質的な特徴には違いがある。だが漆は塗り重ねと研ぎなどを繰り返す手工的プロセスが
あるからこそ、「筆墨」と似通った性質を持つとも言える。そして第五章で述べたように、漆の
イデオロギー（Ideologie）社会集団や社会的立場（国家・階級・党派・性別など）において思想・行動や生活の仕方126
を根底的に制約している観念・信条の体系。歴史的・社会的立場を反映した思想・意識の体系。観念形態。	―『大辞
林』松村明/編	三省堂　1990年　153頁
原文：「圖像的表意實踐乃是出於形象創作者的身體動作和心靈思維」、「理解中國畫的關鍵不是強調色彩與明暗，而127
是它的書法性用筆（線條），他呈現出作者的心跡。」―「為什麼中國繪畫是歷史」﹣方聞『複印報刊資料(造形芸術)』	
2005	第6期	李維琨/訳　35頁
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層が重なることによって、身体と直接関係を作り、漆という素材の身体性が出てきた。博士後期
課程の作品はこの考えの基で制作された。	
数千年の使用の歴史がある漆の素材自身と漆の制作工程から、私は自分の作品の時代性を見つ
けた。	
以上の作品を制作してきた歩みは私自身の本当の自由を求める歩みでもある。荘子の「混沌」
のように、「無為自然」な自由な人間を求めている。	
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付録一：	
髤飾錄乾集	全		
髤飾錄序	
漆之為用也始于書竹簡，而舜作食器黑漆之，禹作
祭器，黑漆其外，朱畫其内，於此有其貢。周制於
車，漆飾兪多焉。於工之六材，亦不可闕。皆取其
堅固於質，取其光彩於文也。後王作祭器，尚之以
著色塗金之文，彫鏤玉珧之飾，所以增敬盛禮。而
非如其漆城，其漆頭也。然復用諸樂器，或用諸燕
器，或用諸兵仗，或用諸文具，或用諸宮室，或用
諸壽器，皆取其堅固於質，取其光彩於文。嗚呼。
漆之為用也，其大哉。又液葉共療痾，其益不少。
唯漆身為癩狀者，其毒耳。蓋古無漆工，令百工各
隨其用，使之治漆，固有益於器而盛于世。別有漆
工，漢代其時也。後漢申屠蟠，假其名也。然而今
之工法，以唐為古格，以宋元為通法，又出國朝廠
工之始製者殊多，是為新式。於此千文萬華，紛然
不可勝識矣。新安黃平沙，稱一時名匠，復精明古
今之髤法，曾著髤飾錄二卷，而文質不適者，陰陽
失位者，各色不應者，都不載焉。足以為法。今每
條贅一言，傳諸後匠，為工巧之一助云。	
天啓乙丑春三月西塘揚	明撰	
髤飾錄乾集	
平沙	黃成	大成著	
西塘	揚明	清仲注	
凡工人之作為器物,猶天地之造化。此以有聖者，皆
示以功以法，故良工利其器。然而利器如四時，美
材如五行。四時行、五行全,而百物生焉。四善合，
五采備,而工巧成焉。今命名附贊而示于此，以為乾
集。乾所以始生萬物,而髤具工則,乃工巧之元氣也。
乾德至哉。	
利用第一	
非利器美材，則巧工難為良器，故列在于其首。
天運。即旋牀。	
有餘不足,損之補之。	
其狀圜,而循環不輟,令婉、合、盆、盂，正圓無苦
窳,故以天名焉。	
日輝。即金有泥、屑、麩、薄、片、線之等。	
人君有和,魅魅無犯。	
太陽明於天,人君德於地,則璃魅不干,邪諂不害，
諸器施之,則生輝光,鬼魅不敢干也。	
月照。即銀有泥、屑、麩、薄、片、線之等。	
寶臣惟佐,如燭精光。	
其光皎如月。又有燭銀。凡寶貨以金為主,以銀為
佐,飾物亦然,故為臣。	
宿光。即蔕，有木、有竹。	
明靜不動,百事自安。	
木蔕接牝梁,竹蒂接牡梁。其狀如宿列也,動則不
吉,亦如宿光也。	
星纏。即活架。	牝梁為陰道，牡梁為陽道。	
次行連影,陵乘有期。	
牝梁有竅,故為陰道,牡梁有筍,故為陽道。「桼包」
數器而接架,其狀如列星次行。反轉失候,則淫泆氷
解,故	曰有期。又案:曰宿、曰星,皆指器物,比百
物之氣，皆成星也。	
津橫。即蔭室中之棧。	
眾星攢聚,為章於空。	
天河,小星所攢聚也。以棧橫架萌室中之空處,以列
眾器,其狀相似也。	
風吹。即措光石並浮炭。	
輕為長養,怒為拔折。	
此物其用與風相似也。其磨輕,則平面光滑無抓痕,
怒則棱角顯灰,有玷瑕也。	
雷同。即磚、石有粗細之等。	
碾聲發時,百物應出。	
髤器無不用蹉磨而成者，其聲如雷,其用亦如雷也。
電掣。即銼有劍面、茅葉、方條之等。	
施鞭吐光，與雷同氣。	
施鞭，言其所用之狀，吐光、言落屑霏霏。其用似
磨石,故曰與雷同氣。	
雲彩。即各色料。有銀朱、丹砂、絳礬、赭石、雄
黃、雌黃、靛花、漆綠、石青、石綠、詔粉、煙煤
之等。	
瑞氣鮮明,聚成花葉。	
五色鮮明,如瑞雲聚成花葉者。黃帝華蓋之事,言為
物之飾也。	
虹見。即五格揩筆覘。	
燦映山川,人衣楚楚。	
每格瀉合色漆，其狀如蝃蝀，又覘筆描飾器物，如
物影文相映，而暗有畫山水人物之意。	
霞錦。即鈿螺、老蚌、車螯、玉珧之類，有片有沙。
天機織貝，冰蠶失文。	
天真光彩，如霞如錦，以之飾器則華妍。而康老子
所賣，亦不及也。	
雨灌。即髤刷。有大小數等，及蟹足、疎鬣、馬尾、
豬鬃，又有灰刷，染刷。	
沛然不偏，絕塵膏澤。	
以漆喩水，故蘸刷拂器，比雨。「桼包」面無纇，
如雨下塵埃不起為佳。又漆偏則病，故曰不偏。	
露清。即罌子桐油。	
色隨百花,滴瀝後素。	
油清如露,調顏料則如露在百花上,各色無所不應也。
後素,言露從花上墜時,見正色,而卻至繪事也。	
霜挫。即削刀並捲鑿。	
極陰殺木,初陽斯生。	
霜殺木,乃生萌之初,而刀削樸,乃髤漆之初也。	
雪下。即筒羅。	
片片霏霏,疎疎密密。	
筒有大小，羅有疏密，皆隨麩片之細粗，器面之狹
濶而用之。其狀如雪之下，而布於地也。	
霰布。即蘸子。用繒、絹、麻布。	
蓓蕾下零,雨凍先集。	
成花者為雪，未成花者為霰，故曰蓓蕾。漆面為文
相似也。其漆稠粘，故曰雨凍，又曰下零，曰先集。
用蘸子打起漆面也。	
雹墮。即引起料。	
實粒中虛，跡痕如砲。	
引起料有數等，多禾殼之類，故曰實粒中虛，即雹
之狀。又雹砲也，中物有跡也。引起料之痕跡為文
以比之也。	
雺寵。即粉筆並粉盞。	
陽起陰起,百狀朦朧。	
雺起於朝，起於暮。朱髤、黑髤，即陰陽之色。而
器上之粉道百般，文圖輕疏，而如山水草木，被籠
於雺中而朦朧也。	
時行。即挑子，有木、有竹、有骨。	
百物斯生,水為凝澤。	
漆工審天時而用漆,莫不以挑子。如四時行焉，百
物生焉。漆或為垸、或為當、或為糙、或為「桼
包」，如水有時以凝，有時以澤也。	
春媚。即漆畫筆。有寫像、細釣、遊絲、打界、排
頭之等。	
化工粧點，日懸彩雲。	
以筆為文彩，其明媚如畫工之粧點於物，如春日映
彩雲也。日言金,雲言顏料也。	
夏養。即彫刀,有圓頭、平頭、藏鋒、圭首、蒲葉、
尖鍼、劑刷之等。	
萬物假大,凸凹斯成。	
千文萬華彫鏤者，比描錦則似大也。凸凹即識款也。
彫刀之功，如夏曰生育,長養萬物矣。	
秋氣。即帚筆並繭毬。	
丹青施楓，金銀著菊。	
描寫以帚筆乾傅各色，以繭毬施金銀，如秋至而草
木為綿，曰丹青、曰金銀、曰楓、曰菊，都言各色
百華也。	
冬藏。即濕漆桶並濕漆甕。	
玄冥玄英，終藏閉塞。	
玄冥、玄英，猶言冬水。以漆喩水，玄言其色。凡
濕漆貯器者，皆蓋藏，令不溓凝，更宜閉塞也。	
暑溽。即蔭室。	
大雨時行，濕熱鬱蒸。	
蔭室中以水濕，則氣薰蒸。不然則漆難乾。故曰:
大雨時行。蓋以季夏之候者，取濕熱之氣甚矣。	
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寒來。即杇，有竹、有骨、有銅。	
已氷已凍，令水土堅	
言法絮漆、法灰漆、凍子等，皆以杇粘著，而乾固
之。如三冬氣，令水土氷凍結堅也。	
晝動。即洗盆並帉。	
作事不移,日新去垢。	
宜日日動作，勉其事，不移異物，而去懶惰之垢，
是工人之德也。示之以湯之盤銘意。凡造漆器用力
莫甚於磋磨矣	
夜靜。即窨。	
列宿茲見，每工茲安。	
底、垸、糙、「桼包」，皆納於窨而連宿，令内外
幹固，故曰每工也。列宿指成器。兼示工人晝勉事
夜安身矣。	
地載。即几。	
維重維靜，陳列山河。	
此物重靜，都承諸器，如地之載物也。山指捎盤，
河指模鑿。	
土厚。即灰有角、骨、蛤、石、甎及杯屑、磁屑、
炭末之等。	
大化之元，不耗之質。	
黃者厚也，土色也，灰漆以厚為佳。凡物燒之則皆
歸土。土能生百物而永不滅，灰漆之體，總如卒土
然矣。	
柱括。即布。並斮絮麻筋。	
土下軸連，為之不陷。	
二句言布筋包裹棬榡，在灰下，而漆不陷，如地下有
八柱也。	
山生。即捎盤並髤几。	
噴泉起雲，積土產物。	
泉指「系慮」漆，雲指色料，土指灰漆。共用之於
其上，而作為諸器，如山之産生萬物也。	
水積。即濕漆。生漆有稠、淳之二等，熟漆有揩光、
濃、淡、明膏、光明、黃明之六製。	
其質兮坎,其力負舟。	
漆之為體，其色黑，故以喩水。復積不厚則無力，
如水之積不厚，則負大舟無力也。工者造作，勿悋
漆矣。	
海大。即曝漆盤，並煎漆鍋。	
其為器也,眾水歸焉。	
此器大，而以制熱諸漆者，故比諸海之大，而百川
歸之矣。	
潮期。即曝漆挑子。	
䲡尾反轉,波濤去來。	
䲡尾反轉，打挑子之貌。波濤去來，挑飜漆之貌。
凡漆之曝熟有佳期，亦如潮水有期也。	
河出。即模鑿，並斜頭刀、剉刀。	
五十有五，生成千圖。	
五十有五,天一至地十之總數。言蜔片之點、抹、
鈎、條、總五十有五式。皆刀鑿刻成之，以此之河
出圖也。	
洛現。即筆、覘，並「扌沓」筆覘。	
對十中五，定位支書。	
四方四隅之數皆相對，得十而五，乃中央之數。言
描飾十五體，皆出於筆覘中，以比之龜書出於洛也。
泉湧。即濾車並幦。	
高原混混，囘流絹絹。	
漆濾過時，其狀如泉之湧，而混混下流也。濾車轉
軸囘緊，則漆出於布面,故曰囘流也。	
冰合。即膠有牛皮、有鹿角、有魚鰾。	
兩岸相連，凝堅可渡。	
兩岸相連，言二物縫合。凝堅可渡，言膠汁如水之
凝澤，而乾則有力也。	
楷法第二	
法者，制作之理也。知聖人之意而巧者述之，以傳
之後世者，列示焉。	
三法	
巧法造化。	
天地和同萬物生，手心應得百工就。	
質則人身。	
骨肉皮筋巧作神，瘦肥美醜文為眼。	
文象陰陽。	
定位自然成凸凹，生成天質見玄黃。	
法造化者，百工之通法也。文質者，髤工之要道也。
二戒	
淫巧蕩心。	
過奇擅艷，失真亡實。	
行濫奪目。	
共百工之通戒，而漆匠須尤嚴矣。	
四失	
制度不中。	
不鬻市。	
工過不改。	
是謂過。	
器成不省。	
不忠乎。	
倦懶不力。	
不可彫。	
三病	
獨巧不傳。	
國工守累世，俗匠擅一時。	
巧趣不貫。	
如巧拙造車，似男女同席。	
文彩不適。	
貂狗何相續，紫朱豈共宜。	
六十四過	
「桼包」漆之六過。	
氷解。	
漆稀，而仰俯失候，旁上側下，滛泆之過。	
淚痕。	
漆慢，而刷布不均之過。	
皺散。	
漆緊，而蔭室過熱之過。	
連珠。	
隧稜凹稜也，山稜凸稜也。内壁下底際也，齦際齒
根也。漆潦之過。	
纇點。	
髤時不防風塵,及不挑去飛絲之過。	
刷痕。	
漆過稠，而用硬毛刷之過。	
色漆之二過。	
灰脆。	
漆製和油多之過。	
黯暗。	
漆不透明，而用顏料少之過。	
彩油之二過。	
柔黏。	
油不辨真偽之過。	
帶黃。	
煎熟過焦之過。	
貼金之二過。	
癜斑。	
粘貼輕忽漫綴之過。	
粉黃。	
襯漆厚而浸潤之過。	
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罩漆之二過。	
點暈。	
濾絹不密，及刷後不挑去纇之過。	
濃淡。	
刷之往來，有浮沈之過。	
刷跡之二過。	
節縮。	
用刷滯，虶行之過。	
模糊。	
漆不稠緊，刷毫軟之過。	
蓓蕾之二過。	
不齊。	
漆有厚薄，蘸起有輕重之過。	
潰痿。	
漆不粘稠急緊之過。	
揩磨之五過。	
露垸。	
觚稜、方角，及平稜、圓稜，過磨之過。	
抓痕。	
平面車磨用力，及磨石有砂之過。	
毛孔。	
漆有水氣，及浮漚不拂之過。	
不明。	
揩光油摩，澤漆未足之過。	
黴黕。	
退光不精，漆制失所之過。	
磨顯之三過。	
磋跡。	
磨磋急忽之過。	
蔽隱。	
磨顯不及之過。	
漸滅。	
磨顯太過之過。	
描寫之四過。	
斷續。	
筆頭漆少之過。	
滛浸。	
筆頭漆多之過。	
忽脫。	
蔭而過候之過。	
粉枯。	
息氣未翳,先施金之過。	
識文之二過。	
狹濶。	
寫起輕忽之過。	
高低。	
稠漆失所之過。	
隱起之二過。	
齊平。	
堆起無心計之過。	
相反。	
物像不用意之過。	
灑金之二過。	
偏纍。	
下布不均之過。	
刺起。	
麩片不壓定之過。	
綴蜔之二過。	
麤細。	
裁斷不比視之過。	
厚薄。	
琢磨有過不及之過。	
欵刻之三過。	
淺深。	
剔出無度之過。	
縧縷。	
運刀失路之過。	
齟齬。	
縱橫文不貫之過。	
發劃之二過。	
見鋒。	
手進刀走之過。	
結節。	
意滯刀澀之過。	
剔犀之二過。	
缺脫。	
漆過緊,枯燥之過。	
絲［糸互］。	
層髤失數之過。	
雕漆之四過。	
骨瘦。	
暴刻無肉之過。	
玷缺。	
刀不快利之過。	
鋒痕。	
運刀輕忽之過。	
角稜。	
磨熟不精之過。	
裹衣之二過。	
錯縫。	
器衣不相度之過。	
浮脱。	
粘著有緊緩之過。	
單漆之二過。	
燥爆。	
襯底未足之過。	
多［素頁］。	
樸素不滑之過。	
糙漆之三過。	
滑輭。	
制熟用油之過。	
無肉。	
制熟過稀之過。	
刷痕。	
制熟過稠之過。	
丸漆之二過。	
鬆脆。	
灰多漆少之過。	
高低。	
刷有厚薄之過。	
布漆之二過。	
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邪瓦。	
貼布有急緩之過。	
浮起。	
粘貼不均之過。	
捎當之二過。	
盬惡。	
質料多漆少之過。	
瘦陷。	
未乾固輒垸之過。	
補綴之二過。	
愈毀。	
無尚古之意之過。	
不當。	
不試看其色之過	
髤飾錄乾集終	
髤飾錄坤集	
平沙	黃成	大成著	
西塘	揚明	清仲注	
凡髤器，質為陰，文為陽；文亦有陰陽，描飾為陽，
描寫以漆，漆木汁也，木所生者火，而其象凸，故
為陽；雕飾為陰，雕鏤以刀，刀黑金也，金所生者
水，而其象凹，故為陰。此以各飾眾文皆然矣。今
分類舉事而列於此，以為坤集。坤所以化生萬物，
而質體文飾，乃工巧之育長也。坤德至哉。	
質色第三	
純素無文者，屬陰以為質者，列在於此。	
黑髤。一名烏漆。一名玄漆。	
即黑漆也。正黑光澤為佳。揩光要黑玉，退光要
烏木。	
熟漆不良，糙漆不厚，細灰不用黑料，則紫黑若古
器，以透明紫色為美。揩光欲黸滑光瑩，退光欲敦
朴古色。近來揩光有澤漆之法，其光滑殊為可愛
矣。	
朱髤。一名硃紅漆,一名丹漆。	
即朱漆也。鮮紅明亮為佳，揩光者其色如珊瑚，
退光者朴雅。又有礬紅漆甚不貴。	
髤之春暖夏熱，其色紅亮；秋涼，其色殷紅；冬寒，
乃不可。又其明暗在膏漆、銀硃調和之增減也。倭
漆竊丹帶黃。又用丹砂者，暗且帶黃。如用絳礬，
顏色愈暗矣。	
黃髤。一名金漆。	
即黃漆也。鮮明光滑為佳。揩光亦好，不宜退光。
共帶紅者美，帶青者惡。	
色如蒸粟為佳，帶紅者用雞冠雄黃，故好。帶青者
用薑黃,故不可。	
綠髤。一名綠沉漆。	
即綠漆也。其色有淺深，總慾沉。揩光者，忌見
金星，用金粉者，甚卑。	
明漆不美，則色暗，揩光見金星者，料末不精細也。
臭黃韶粉相和，則變為綠，謂之合粉綠，劣於漆綠
大遠矣。	
紫髤。一名紫漆。	
即赤黑漆也。有明暗淺深,故有雀頭、栗殼、銅
紫、騂毛、殷紅之數名，又有土朱漆。				
此數色皆因丹黑調和之法，銀硃、絳礬、異其色，
宜看之試牌，而得其所。又土朱者赭石也。	
褐髤。	
有紫褐、黑褐、茶褐、荔枝色之等。揩光亦可也。
又有枯瓠、秋葉等，總依顏料調和之法為淺深，如
紫漆之法。	
油飾。	
即桐油調色也。各色鮮明，復髤飾中之一奇也。
然不宜黑。	
比色漆則殊鮮研，然黑唯宜漆色，而白唯非油則無
應矣。	
金髤。一名渾金漆。	
即貼金漆也。無癜斑為美。又有泥金漆，不浮光。
又有貼銀者，易黴黑也。黃糙宜於新，黑糙宜於
古。	
黃糙宜於新器者，養宜金色故也。黑糙宜於古器者，
其金處處摩殘黑斑，以為雅賞也。癜斑見於貼金二
過之下。	
紋［桼包］第四	
［桼包］面為細紋，屬陽者，列在於此。	
刷絲。	
即刷跡紋也。纖細分明為妙，色漆者大美。	
其紋如機上經縷為佳。用色漆為難，故黑漆刷絲上，
用色漆擦被，以假色漆刷絲，殊拙。其器良久，至
色漆摩脱見黑縷，而文理分明，稍似巧也。	
綺紋刷絲。	
紋有流水、浻澋、連山、波、疊雲、石皺、龍、
蛇、鱗，用色漆者亦奇。	
龍蛇鱗者，二物之名。又有雲頭、兩腳、雲波相
接、浪淘沙等。	
刻絲花。	
五彩花文如刺絲。花色、地紋共纖細為妙。	
刷跡作花文，如紅花、黃果、綠葉、黑枝之類。其
地或纖刷絲，或細蓓蕾，其色或紫或褐,華彩可
愛。	
蓓蕾漆。	
有細粗，細者如飰糝，粗者如粒米，故有穠花、
淪漪、海石皺之名，彩漆亦可用。	
蓓蕾其文簇簇，穠花其文攢攢，淪漪其文鱗鱗，海
石皺其文磊磊。	
罩明第五	
罩漆如水之清，故屬陰。其透徹底色明於外者，列
在於此。	
罩朱髤。一名赤底漆。	
即赤糙罩漆也。明徹紫滑為良，揩光者佳絶。	
揩光者，似易成，卻太難矣。諸罩漆之巧，更難得
耳。	
罩黃髹。一名黃底漆。	
即黃糙罩漆也，糙色正黃，罩漆透明為好。	
赤底罩厚為佳，黃底罩薄為佳。	
罩金髹。一名金漆。	
即金底漆也。光明瑩徹為巧，濃淡點暈為拙。又
有泥金罩，敦朴可賞。	
金薄有數品，其次者用假金薄、或銀薄。泥金罩漆
之次者，用泥銀或錫末，皆出於後世之省略耳。濃
淡點暈，見于罩漆之二過。	
灑金。一名砂金漆。	
即撒金也。麩片有細麤，擦敷有疎密，罩髤有濃
淡。又有斑洒金，其文雲氣、漂霞、遠山、連錢
等。又有用麩銀者。又有揩光者，光瑩眩目。	
近有金銀薄飛片者甚多，謂之假洒金。又有用錫屑
者,又有色糙者，共下卑也。”	
描飾第六	
稠漆寫起於文為陽者，列在於此。	
描金。一名泥金畫漆。	
即純金花紋也。朱地黑質共宜焉。其文以山水、
翎毛、花果、人物故事等，而細鈎為陽，疏理為
陰，或黑漆理，或彩金象。	
疏理其理如刻，陽中之陰也。泥、薄金，色有黃、
青、赤，錯施以為象，謂之彩金象。又加之混金漆，
而或填或暈	
描漆。一名描華。	
即設色畫漆也。其文各物備色，粉澤爛然如錦繡，
細鈎皺理以黑漆，或劃理。又有彤質者，先以黑
漆描寫，而後填五彩。又有各色乾著者，不浮光。
以二色相接為暈處多，為巧。	
若人面及白花、白羽毛，用粉油也。填五彩者，不
宜黑質，其外匡朦朧不可辨，故曰彤質。又乾著，
先漆象，而後傅色料，比濕漆設色，則殊雅也。金
鈎者見於斒斕門。	
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漆畫。	
即古昔之文飾，而多是純色畫也。又有施丹青，
而如畫家所謂沒骨者，古飾所一變也。	
今之描漆家不敢作，近有朱質朱文，黑質黑文者，
亦朴雅也。	
描油。一名描錦。	
即油色繪飾也，其文飛禽、走獸、昆蟲、百花、
雲霞、人物，一一無不備天真之色。其理或黑、
或金、或斷。	
如天藍、雪白、桃紅，則漆所不相應也。古人畫飾
多用油，今見古祭器中，有純色油文者。	
描金罩漆。	
黑、赤、黃三糙皆有之，其文與描金相似。又寫
意則不用黑理。又如白描亦好。	
今處處皮市多作之。又有用銀者，又有其地假洒金
者，又有器銘詩句等，以朱或黃者。	
填嵌第七	
五彩金鈿，其文陷於地，故屬陰，乃列在於此。	
填漆。	
即填彩漆也。磨顯其文。有乾色，有濕色，研媚
光滑。又有鏤嵌者，其地錦綾細文者,愈美艷。	
磨顯填漆,「桼包」前設文，縷嵌填漆，乾後設文。
濕色重暈者為妙。又一種有黑質紅細紋者，其文異
禽怪獸,而界郭空間之處，皆為羅文、細條、縠皺、
粟斑、叠雲、藻蔓、通天花兒等紋，甚精致。其制
原出于南方也。	
綺紋填漆。	
即填刷紋也。其刷紋黑，而間隙或朱、或黃、或
綠、或紫、或褐。又文質之色互相反亦可也。	
有加圓花紋，或天寶海珍圖者，又有刻絲填漆，與
前之刻絲花可互考矣。	
彰髤。	
即斑文填漆也。有疊雲斑、豆斑、粟斑、蓓蕾斑、
暈眼斑、花點斑、穠花斑、青苔斑、雨點斑、彣
斑、彪斑、瑇瑁斑、犀花斑、魚鱗斑、雉尾斑，
縐殼紋、石綹紋等，彩華繽然可愛。	
有加金者，璀碟弦目，凡一切造物，禽羽、獸毛、
魚鱗、介甲，有文彰者皆象之。而極倣模之工，巧
為天真之文。故其類不可窮也。	
螺細。一名蜔嵌，一名陷蚌，一名坎螺。	
即螺填也。百般文圖，點、抹、鈎、條，總以精
細密緻，如畫為妙。又分截殼色，隨類而施綴者，
光華可賞。又有片嵌者，界郭理皴，皆以劃文。
又近有加沙者，沙有細粗。	
殼片古者厚，而今者漸薄也。點、抹、鈎、條，總
五十有五等，無所不足也。殼色有青、黃、赤、白
也。沙者，殼屑，分粗、中、細，或為樹下苔蘚，
或為石面皺文，或為山頭霞氣，或為汀上細沙。頭
屑極粗者，以為氷裂文，或石皺亦用。凡沙與極薄
片，宜磨顯揩光，其色熠熠。共不宜朱質矣。	
襯色蜔嵌。	
即色底螺鈿也。其文宜花鳥草蟲，各色瑩徹煥然，
如佛朗嵌。又加金銀襯者，儼似嵌金銀片子，琴
徽用之亦好矣。	
此製多片嵌劃理也。	
嵌金。嵌銀。嵌金銀。	
右三種，片、屑、線各可用。有純施者，有雜嵌
者。皆宜磨現揩光。	
有片嵌、沙嵌、絲嵌之別，而若濃淡為暈者，非屑
則不能作也。假制者，用鍮、錫，易生黴氣，甚不
可。	
犀皮。或作西皮或犀毗。	
文有片雲、圓花、松鱗諸斑。近有紅面者，共光
滑為美。	
「石摩」窊諸斑。黑面、紅中、黃底為原法，紅面
者，黑為中，黃為底。黃面，赤黑互為中、為底。	
陽識第八。	
其文漆堆，挺出為陽中陽者，列在於此。	
識文描金。	
有用屑金者，有用泥金者，或金理，或劃文，比
描金則尤為精巧。	
傅金屑者貴焉。倭制殊妙。黑理者為下底。	
識文描漆。	
其著色，或合漆寫起，或色料擦抹。其理文或
金、或黑、或劃。	
各色乾傅，末金理文者為最。	
揸花漆。	
其文儼如繡綉為妙，其質諸色皆宜焉。	
其地紅，則其文去紅，或淺深別之。他色亦然矣。
理鈎皆綵，間露地色，細齊為巧；或以鎗金亦佳。	
堆漆。	
其文以萃藻、香草、靈芝、雲鈎、縧環之類，漆
滛泆不起立，延引而侵界者，不足觀。又各色重
層者堪愛。金銀地者愈華。	
寫起識文,質與文互異其色也。滛泆延引，則須漆
卻寫。複色者要如剔犀。共不用理鈎，以與他之文
為異也。滛泆侵界，見於描寫四過之下滛泆。	
識文。	
有平起,有線起。其色有通黑,有通朱。共文際忌
為連珠。	
平起者用陰理，線起者陽文耳。堆漆以漆寫起，識
文以灰堆起。堆漆文質異色，識文花地純色。以為
殊別也。連珠見於「桼包」漆六過之下。	
堆起第九。	
其文高低，灰起加彫琢，陽中有陰者，列在於此。	
隱起描金。	
其文各物之高低，做天質灰起,而稜角圓滑為妙。
用金屑為上，泥金次之，其理或金或刻。	
屑金文刻理為最上。泥金象金理次之。黑漆理蓋不
好，故不載焉。又漆凍模脱者，似巧無活意。	
隱起描漆。	
設色有乾、濕二種，理鈎有金、黑、刻三等。	
乾色泥金理者妍媚，刻理者清雅，濕色黑理者近
俗。	
隱起描油。	
其文同隱起描漆而用油色耳。	
五綵間色，無所不備。故此隱起描漆則最美。黑理
鈎亦不甚卑。”	
雕鏤第十。	
雕刻為隱現，陰中有陽者，列在於此。	
剔紅。	
即彫紅漆也。漆層之厚薄、朱色之明暗，彫鏤之
精粗，大甚有巧拙。唐制多印板刻平錦，朱色，
彫法古拙可賞。復有陷地黃錦者。宋、元之制，
藏鋒清楚，隱起圓滑，纖細精致。又有無錦文者，
共有象旁刀跡見黑線者，極精巧。又有黃錦者、
黃地者次之。又礬胎者不堪用。	
唐制如上説，而刀法快利，非後人所能及。陷地黃
錦者，其錦多似細鈎雲，與宋、元以來之剔法大異
也。藏鋒清楚，運刀之通法。隱起圖滑，壓花之刀
法。纖細精致，錦紋之刻法。自宋、元至國朝，皆
用此法。古人積造之器，剔跡之紅間露黑線一、二
帶；一線者，或在上，或在下；重線者，其間相去，
或狹或濶無定法，所以家家為記也。黃綿，黃地亦
可賞。礬胎者，礬朱重漆，以銀朱為面，故剔跡殷
暗也。又近琉球國産，精巧而鮮紅，然而工趣去古
甚遠矣。	
金銀胎剔紅。	
宋内府中器，有金胎、銀胎者，近日有「石俞」
胎、錫胎者，即所假傚也。	
金銀胎，多文間見其胎也。漆地刻錦者，不漆器内。
又通漆者，上掌則太重。「石俞」錫胎者多通漆。
又有磁胎者、布漆胎者，共非宋制也。	
剔黃。	
制如剔紅而通黃。又有紅地者。	
有紅錦者，絕美也。	
剔綠。	
制與剔紅同而通綠，又有黃地者、朱地者。	
有朱錦者、黃錦者、殊華也。	
剔黑。	
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即雕黑漆也。制比雕紅則敦朴古雅。又朱錦者，
美甚。朱地、黃地者次之。	
有錦地者、素地者，又黃錦、綠錦、綠地亦有焉。
純黑者為古。	
剔彩。一名雕彩漆。	
有重色雕漆，有堆色雕漆。如紅花、綠葉、紫枝、
黃果、彩雲、黑石，及輕重雷文之類,絢艷恍
目。	
重色者，繁文素地，堆色者，疎文錦地，為常俱。
其地不用黃黑二色之外，侵奪厭花之光彩故也。重
色俗曰橫色，堆色俗曰豎色。	
復色雕漆。	
有朱面，有黑面，共多黃地子，而鏤錦紋者少
矣。	
髤法同剔犀，而錯綠色為異。彫法同剔彩，而不露
色為異也。	
堆紅。一名罩紅。	
即假彫紅也。灰漆堆起，朱漆罩覆，故有其名。
又有木胎彫刻者，工巧愈遠矣。	
有灰起刀刻者，有漆凍脱印者。	
堆綵。	
即假彫綵也。制如堆紅，而罩以五彩為異。	
今有飾黑質，以各色凍子隱起團堆，杇頭印劃不加
一刀之彫鏤者。又有花樣，錦紋，脱印成者。俱名
堆錦。亦此類也。	
剔犀。	
有朱面，有黑面，有透明紫面，或烏間朱線，或
紅間黑帶，或彫黸等複，或三色更疊。其文皆疏
刻劍鐶、縧環、重圈、囘文、雲鈎之類。純朱者
不好。	
此制原於錐她，而極巧致，精複色多，且厚用款刻，
故名。三色更疊，言朱、黃、黑錯重也。用綠者非
古製。剔法有仰瓦，有峻深。	
鐫蜔。	
其文飛、走、花果、人物百象，有隱現為佳。殼
色五彩自備，光耀射目，圓滑、精細、沉重、緊
密為妙。	
殼色:鈿螺、玉珧、老蚌等之殼也。圓滑精細，乃
刻法也。沉重緊密，乃嵌法也。	
款彩。	
有漆色者，有油色者，漆色宜乾填，油色宜粉襯。
用金銀為絢者，倩盼之美愈成焉。又有各色純用
者，又有金銀純雜者。	
陰刻文圖。如打本之印板，而陷眾色，故名。然各
色純填者，不可謂之彩，各以其色命名而可也。	
鎗劃第十一。	
細縷嵌色，於文為陰中陰者，列在於此。	
鎗金。鎗或作戧，或作創。一名鏤金。	
鎗銀。	
朱地黑質共可飾。細鈎纖皴，運刀要流暢而忌結
節，物象細鈎之間，一一劃刷絲為妙。又有用銀
者，謂之鎗銀。	
宜朱黑二質，他色多不可。其文陷以金薄，或泥金，
用銀者，宜黑漆，但一時之美，久則黴暗。余間見
宋元之諸器，希有重漆劃花者，戧跡露金胎或銀胎。
文圖燦爛分明也。鎗金銀之制，蓋原于此矣。結節
見于鎗劃二過下。	
鎗彩。	
刻法如鎗金，不劃絲。嵌色如欵彩，不粉襯。	
又有純色者，宜以各色稱焉。	
斒斕第十二	
金銀寶貝，五采斑斕者，列在於此。總所出於宋、
元名匠之新意，而取二飾、三飾，可相適者，而錯
施為一飾也。	
描金加彩漆。	
描金中加綵色者。	
金象色象皆黑理也。	
描金加蜔。	
描金雜螺片者。	
螺象之邊，必用金雙鈎也。	
描金加蜔錯彩漆。	
描金中加螺片與色漆者。	
金象以黑理，螺片與彩漆以金細鈎也。	
描金殽沙金。	
描金中加洒金者。	
加洒金之處，皆為金理鈎。倭人製，金象亦為金理
也。	
描金錯洒金加蜔。	
描金中加洒金與螺片者。	
金象以黑理，洒金及螺片皆金細鈎也。	
金理鈎描漆。	
其文全描漆，為金細鈎耳。	
又有為金細鈎而後填五彩者，謂之金鈎填色描漆。	
描漆錯蜔。	
彩漆中加蜔片者。	
彩漆用黑理，螺象用劃理。	
金理鈎描漆加蜔。	
金細鈎、描彩漆雜螺片者。	
五彩、金細並施，而為金像之處，多黑理。	
金理鈎描油。	
金細鈎彩油飾者。	
又金細鈎填油色，漬、皴、點，亦有焉。	
金雙鈎螺鈿。	
嵌蚌象，而金鉤鈎外匡者。	
朱黑二質共用。蚌象皆劃理，故曰雙鈎。又有用金
細鈎者，久而金理盡脫落，故以劃理為佳。	
填漆加蜔。	
填彩漆中錯蚌片者。	
又有嵌襯色螺片者，亦佳。	
填漆加蜔金銀片。	
綵漆與金、銀片及螺片雜嵌者。	
又有加蜔與金，有加蜔與銀，有加蜔與金、銀，隨
制異其稱。	
螺鈿加金銀片。	
嵌螺中，加施金、銀片子者。	
又或用蜔與金，或用蜔與銀，又以錫片代銀者，不
耐久也。	
襯色螺鈿。見於填嵌第七之下。	
鎗金細鈎描漆。	
同金理鈎描漆，而理鈎有陰陽之別耳。又有獨色
象者。	
獨色象者，如朱地黑文，黑地黃文之類，各色互用
焉。	
鎗金細鈎填漆。	
與鎗金細鈎描漆相似，而光澤滑美。	
有其地為錦紋者，其錦或填色，或鎗金。	
雕漆錯鐫蜔。	
黑質上彫彩漆，及鐫螺殼為飾者。	
彫漆有筆寫厚堆者，有重髤為板子而彫嵌者。	
彩油錯泥金加蜔金銀片。	
彩油繪飾，錯施泥金、蜔片、金、銀片等，真設
文富麗者。	
或加金屑，或加洒金亦有焉。此文宣德以前所未曾
有也。	
百寶嵌。	
珊糊、琥珀、瑪腦、寶石、玳瑁、鈿螺、象牙、
犀角之類，與彩漆板子，錯雜而鐫刻，廂嵌者,
貴甚。	
有隱起者，有平頂者，又近日加窯花燒色代玉石，
亦一奇也。”	
複飾第十三。	
美其質而華其文者，列在於此。即二飾重施也。復
宋、元至國初，皆巧工所述作也。	
洒金地諸飾。	
金理鈎螺鈿。描金加蜔。金理鈎描漆加蚌。金理
鈎描漆。識文描金。識文描漆。嵌鐫螺。雕彩錯
鐫螺。隱起描金。隱起描漆。彫漆。	
所列諸飾，皆宜洒金地,。而不宜平、寫、欵、戧
之文。沙金地亦然焉。今人多假洒金上設平寫、描
金或描漆，皆假倣此製也。	
細斑地諸飾。	
識文描漆。識文描金。識文描金加蜔。彫漆。嵌
鐫螺。彫彩錯鐫螺。隱起描金。隱起描漆。金理
鈎嵌蚌。鎗金鈎描漆。獨色象鎗金。	
!73
所列諸飾皆宜細斑地，而其斑：黑、綠、紅、黃、
紫、褐，而質色亦然，乃六色互用。又有二色、三
色錯雜者，又有質斑同色，以淺深分者。總揩光填
色也。	
綺紋地諸飾。	
壓文同細斑地諸飾。	
即綺紋填漆地也，彩色可與細斑地互考。	
羅紋地諸飾。	
識文劃理/金理描漆。識文描金。揸花漆。隱起
描金。隱起描漆。彫漆。	
有以羅為衣者，有以漆細起者，有以刀彫刻者，壓
文皆宜陽識。	
錦紋鎗金地諸飾。	
嵌鐫螺。彫彩錯鐫蜔。餘同羅紋地諸飾。	
陰紋為質地，陽文為壓花，其設文大反而大和也。	
紋間第十四。	
文質齊平，即填嵌諸飾及鎗、款互錯施者，列在於
此。	
鎗金間犀皮。	
即攢犀也。其文宜折枝花、飛禽、蜂、蝶，及天
寶、海珍圖之類。	
其間有磨斑者，有鑚斑者。	
欵彩間犀皮。	
似攢犀而其文欵彩者。	
今謂之款文攢犀。	
嵌蚌間填漆。	
填漆間螺鈿。	
右二飾，文間相反者，文宜大花，而間宜細錦。	
細錦復有細斑地、綺紋地也。	
填蚌間鎗金。	
鈿花文鎗細錦者。	
此製文間相反者不可。故不錄焉。	
嵌金間螺鈿。	
片嵌金花，細填螺錦者。	
又有銀花者，有金銀花者，又有間地沙蚌者。	
填漆間沙蚌。	
間沙有細粗疎密。	
其間有重色眼子斑者。	
裹衣第十五	
以物衣器而為質，不用灰漆者，列在於此。	
皮衣。	
皮上糙「桼包」，二髤而成，又加文飾。用薄羊
皮者，稜角接合處，如無縫緎，而漆面光滑。又
用縠紋皮亦可也。	
用縠紋皮者，不宜描飾，唯色漆三層，而磨平，則
隨皮皺露色為斑紋，光華且堅，而可耐久矣。	
羅衣。	
羅目正方，灰緎平直為善。羅與緎必異色，又加
文飾。	
灰緎，以灰漆壓器之稜緣，羅之邊端，而為界域者。
又加文飾者，可與複飾第十三羅紋地諸飾互攻。又
等複色數疊，而磨平為斑紋者，不作緎亦可。	
紙衣。	
貼紙三四重，不露胚胎之木理者佳。而漆漏燥或
紙上毛茨為顏纇者，不堪用。	
是韋衣之簡制，而裱以倭紙薄滑者好，且不易敗也。
單素第十六	
榡器一髤而成者，列在於此。	
單漆。	
有合色漆及髤色，皆漆飾中尤簡易而便急也。	
底法不全者，漆燥暴也。今固柱梁多用之。	
單油。	
總同單漆，而用油色者。樓門扉牕，省工者用
之。	
一種有錯色重圈者，盆盂褋合之類。皿底、合内多
不漆，皆堅木所車旋，蓋南方所作，而令多傚之，
亦單油漆之類，故附於此。	
黃明單漆。	
即黃底單漆也。透明鮮黃光滑為良。又有單漆墨
畫者。	
有一髤而成者、數澤而成者。又畫中或加金，或加
朱。又有揩光者，其面潤滑，木理燦然。宜花堂之
瓶卓也。	
罩朱單漆。	
即赤底單漆也。法同黃明單漆。	
又有底後為描銀，而如描金單漆者。	
質法第十七	
此門詳質法，名目順次而列於此。實足為法也。質
乃器之骨肉，不可不堅實也。	
棬榡。一名胚胎，一名器骨。	
方器有旋題者、合題者。圓器有屈木者、車旋者，
皆要平、正、薄、輕，否則布灰不厚。布灰不厚,
則其器易敗,且有露脈之病。	
又有蔑胎、藤胎、銅胎、錫胎、窯胎、凍子胎、布
心紙胎、重布胎，各隨其法也。	
合縫。	
兩板相合，或面旁底足，合為全器，皆用法漆而
加捎當。	
合縫粘者，皆匾縧縛定，以木楔令緊，合齊成器，
待乾，而捎當焉。	
捎當。	
凡器物先剅「婁刂」縫會之處，而法漆嵌之，及
通體生漆刷之，候乾，胎骨始固，而加布漆。	
器面窳缺、節眼等深者，法漆中加木肩、斮絮嵌
之。	
布漆	
捎當後，用法漆衣麻布，以令「桼包」面無露脈，
且稜角縫合之處不易解脫。而加垸漆。	
古有用革韋衣，後世以布代皮，近俗有以麻筋及厚
紙代布，制度漸失矣。	
垸漆。一名灰漆。	
用角灰、磁屑為上，骨灰、蛤灰次之，磚灰、坯
肩、砥灰為下。皆篩過，分麤、中、細，而次第
布之如左。灰畢而加糙漆。	
用坯屑、枯木炭，和以厚糊、豬血、藕泥、膠汁等
者，今賤工所為，何足用。又有鰻水者勝之。鰻水
即灰膏子也.	
第一次麤灰漆。	
要薄而密。	
第二次中灰漆。	
要厚而均。	
第三次作起稜角,補平窳缺。	
共用中灰為善，故在第三次。	
第四次細灰漆。	
要厚薄之間。	
第五次起線緣。	
蜃窗邊稜為線緣或界緎者，於細灰磨了後，有以起
線挑堆起者，有以法灰漆為縷粘絡者。	
糙漆。	
以之實垸，腠滑灰面，其法如左。糙畢而加「桼
包」漆為文飾，器全成焉。	
第一次灰糙。	
要良厚而磨宜正平。	
第二次生漆糙。	
要薄而均。	
第三次煎糙。	
要不為皺皵。	
右三糙者，古法，而髤琴必用之。今造器皿者，一
次用生漆糙，二次用曜糙而止。又者赤糙、黃糙，
又細灰後以生漆擦之，代一次糙者，肉愈薄也。	
尚古第十八。	
一篇之大尾名「尚古」者。蓋黃氏之意在於斯。故
此書總論成飾，而不載造法，所以溫古知新也。	
斷紋。	
髤器歷年愈久，而斷紋愈生，是出於人工而成於
天工者也。古琴有梅花斷，有則寶之；有蛇腹斷，
次之；有牛毛斷，又次之。他器多牛毛斷；又有
氷裂斷、龜紋斷、亂絲斷、荷葉斷、縠紋斷。凡
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揩光牢固者，多疎斷；稀漆脆虛者，多細斷，且
易浮起，不足珍賞焉。	
又有諸斷交出；或一旁生彼、一旁生是；或每面為
眾斷者。天工茍不可窮也。	
補綴。	
補古器之缺，剝擊痕尤難焉。漆之新古、色之明
暗，相當為妙。又修綴失，其缺片者，隨其痕而
上畫雲氣，黑髤以赤、朱漆以黃之類，如此，五
色金鈿，互異其色，而不揜痕跡，卻有雅趣也。	
補綴古器，令縫痕不覺者，可巧手以繼拙作，不可
庸工以當精製，此以其難可知。又補處為雲氣者，
蓋好事家做祭器，畫雲氣者作之，今玩賞家呼之曰
雲綴。	
倣傚。	
摸擬歷代古器，及宋元名匠所造，或諸夷倭制等
者，以其不易得，為好古之士備玩賞耳，非為賣
古董者之欺人貪價者作也。凡倣傚之所巧，不必
要形似，唯得古人之巧趣，與土風之所以然為主。
然後攻歷歲之遠近，而設骨剝斷紋及去油漆之氣
也。	
要文飾全不異本器，則須印模後，熟視而施色。如
雕鏤識款，則「虫葛」墨乾打之，依紙背而印模，
俱不失毫釐。然而有款者之，則當款旁復加壹款曰：
某姓名倣造。	
髤飾錄坤集終	
東京国立博物館に所蔵する蒹葭堂本『髤飾錄』よ
り記した。	
!75
付録二：	
中国王朝表	
王朝	Dynasties	時代	Date	
夏	Xia	Dynasty	約前21世紀-前16世紀	
商(殷)	Shang	Dynasty	約前16世紀-前11世紀	
周	Zhou	Dynasty	 	
西周	Western	Zhou	Dynasty　1027-771	BC	
東周Eastern	Zhou	Dynasty　770-256	BC	
春秋Spring	andAutumn	Period　770-476	BC	
戦国	Warring	States　475-222	BC	
韓	(453-230BC)	 	
趙	(453-228	BC)	
魏	(453-225	BC)	
楚	(	-223	BC)	
燕	(	-222	BC)	
齊	(	-221	BC)	
秦	
秦	Qin	Dynasty	 221-207	BC	
漢　Han	Dynasty	 	
西漢	Western	Han	206	BC-8	AD	
東漢	Eastern	Han	25-220	AD	
三國	Three	Kingdoms		
魏	Wei	220-265	AD	
蜀	Shu	221-263	AD	
吳	Wu		222-280	AD	
西晉Western	Jin	Dynasty	265-316	AD	
東晉	Eastern	Jin	Dynasty	317-420	AD	
南北朝	Northern	&Southern	Dynasties	 	
南朝	Southern	Dynasties	 	
宋	Song	420-479	AD	
齊	Qi	479-502	AD	
梁	Liang	502-557	AD	
陳	Chen	557-589	AD	
北朝	Northern	Dynasties	 	
北魏	Northern	Wei	 386-534	AD	
東魏	Eastern	Wei	 534-550	AD	
北齊	Northern	Qi	 550-577	AD	
西魏	Western	Wei	 535-556	AD	
北周	Northern	Zhou	557-581	AD	
隋	Sui	Dynasty		581-618	AD	
唐Tang	Dynasty		618-907	AD	
五代十國	Five	Dynasties	&	Ten	Kingdoms	 	907-979	AD	
宋	Song	Dynasty	 	
北宋	Northern	Sung	Dynasty	 960-1127	AD	
南宋	Southern	Sung	Dynasty	 1127-1279	AD	
遼	Liao	Dynasty	 907-1125	AD	
夏	Western	Xia	 1032-1227	AD	
金	Jin	Dynasty	 1115-1234	AD	
元	Yuan	Dynasty	 1271-1368	AD	
明	Ming	Dynasty	 1368-1644	AD	
清	Qing	Dynasty	 1644-1911	AD	
中華民國	Republic	of	China	 1912-1949	AD	
中華人民共和國	People's	Republic	of	China	1949	AD-	
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